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(57)【要約】
【課題】動画撮影時に雑音の少ない動画撮影を実行する
ことのできるデジタルカメラ本体およびデジタルカメラ
を提供する。
【解決手段】本発明のデジタルカメラ本体１０は、光学
部材３１により形成される被写体像を動画撮影可能な撮
像部１５と、前記被写体像を前記撮像部１５に合焦させ
るため、前記光学部材３１の光軸に沿って前記撮像部１
５を移動させる駆動部材１７と、所定位置に保持された
前記光学部材３１に対して、前記駆動部材１７により前
記撮像部１５を移動して合焦させる制御手段４０とを備
えたことを特徴とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学部材により形成される被写体像を動画撮影可能な撮像部と、
　前記被写体像を前記撮像部に合焦させるため、前記光学部材の光軸に沿って前記撮像部
を移動させる駆動部材と、
　所定位置に保持された前記光学部材に対して、前記駆動部材により前記撮像部を移動し
て合焦させる制御手段とを備えたこと
を特徴とするデジタルカメラ本体。
【請求項２】
　請求項１に記載のデジタルカメラ本体であって、
　動画撮影時に録音するマイクを備えたことを特徴とするデジタルカメラ本体。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載のデジタルカメラ本体であって、
　前記撮像部は、静止画撮影または動画撮影を切り換えて実行可能であることを特徴とす
るデジタルカメラ本体。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載のデジタルカメラ本体であって、
　前記制御手段は、無限遠合焦位置に保持された前記光学部材に対して、前記撮像部を、
前記光学部材が無限遠合焦位置にあるとき被写体像が結像する像面位置を前端として移動
させることを特徴とするデジタルカメラ本体。
【請求項５】
　光学部材と、
　前記光学部材により形成される被写体像を動画撮影可能な撮像部と、
　前記被写体像を前記撮像部に合焦させるため、前記光学部材の光軸に沿って前記撮像部
を移動させる駆動部材と、
　所定位置に保持された前記光学部材に対して、前記駆動部材により前記撮像部を移動し
て合焦させる制御手段とを備えたこと
を特徴とするデジタルカメラ。
【請求項６】
　請求項５に記載のデジタルカメラであって、
　動画撮影時に録音するマイクを備えたことを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項７】
　請求項５又は６に記載のデジタルカメラであって、
　前記撮像部は、静止画撮影または動画撮影を切り換えて実行可能であることを特徴とす
るデジタルカメラ。
【請求項８】
　請求項５～７のいずれか１項に記載のデジタルカメラであって、
　前記制御手段は、動画撮影時に、無限遠合焦位置に保持された前記光学部材に対して、
前記撮像部を、前記光学部材が無限遠合焦位置にあるとき被写体像が結像する像面位置を
前端として移動させることを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項９】
　請求項７に記載のデジタルカメラであって、
　前記制御手段は、静止画撮影時に、所定位置に保持された前記撮像部に対して、前記光
学部材を移動させて合焦させることを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項１０】
　請求項９に記載のデジタルカメラであって、
　前記制御手段は、像面位置に保持された前記撮像部に対して、前記光学部材を、前記撮
像部が像面位置にあるとき無限遠の被写体像が結像する無限遠合焦位置を後端として移動
させることを特徴とするデジタルカメラ。
【請求項１１】
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　請求項７に記載のデジタルカメラであって、
　前記制御手段は、
　動画撮影時には、無限遠合焦位置に保持された前記光学部材に対して、前記駆動部材に
より前記撮像部を、前記光学部材が無限遠合焦位置にあるとき被写体像が結像する像面位
置を前端として移動させて合焦させ、また、
　静止画撮影時には、前記像面位置に保持された前記撮像部に対して、前記光学部材を、
前記撮像部が像面位置にあるとき無限遠の被写体像が結像する前記無限遠合焦位置を後端
として移動させて合焦させる
ことを特徴とするデジタルカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動画撮影機能を有するデジタルカメラ本体およびデジタルカメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、デジタルカメラのＡＦ動作は、ＡＦモジュールによる測距情報に基づいて撮影レ
ンズを移動して合焦させている。
【０００３】
　また、撮像素子を光軸に沿って移動させてＡＦ動作を行う合焦方法が提案されている（
例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特公平５－２３１０２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、動画撮影時に撮影レンズを移動してＡＦ動作を行うと、レンズ駆動音も録音さ
れてしまう。そのため、雑音防止対策として、レンズ駆動機構を静音構造にする必要があ
る。ところが、既にユーザが所有している交換式レンズの場合、駆動機構がレンズ内に組
み込まれているため、静音化が困難である。
【０００６】
　また、特許文献１のように撮像素子を移動してＡＦ動作を行う場合は、レンズ位置が不
確定なため、コントラスト検出に必要な撮像素子の移動量が大きくなってしまう。
【０００７】
　本発明の課題は、動画撮影時に雑音の少ない動画撮影を実行することのできるデジタル
カメラ本体およびデジタルカメラを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、以下のような解決手段により前記課題を解決する。なお、理解を容易にする
ために、本発明の実施形態に対応する符号を付して説明するが、これに限定されるもので
はない。
　請求項１に記載の発明は、光学部材（３１）により形成される被写体像を動画撮影可能
な撮像部（１５）と、前記被写体像を前記撮像部（１５）に合焦させるため、前記光学部
材（３１）の光軸に沿って前記撮像部（１５）を移動させる駆動部材（１７）と、所定位
置に保持された前記光学部材（３１）に対して、前記駆動部材（１７）により前記撮像部
（１５）を移動して合焦させる制御手段（４０）とを備えたことを特徴とするデジタルカ
メラ本体である。
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のデジタルカメラ本体であって、動画撮影時
に録音するマイク（２６）を備えたことを特徴とするデジタルカメラ本体である。
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　請求項３に記載の発明は、請求項１又は２に記載のデジタルカメラ本体であって、前記
撮像部（１５）は、静止画撮影または動画撮影を切り換えて実行可能であることを特徴と
するデジタルカメラ本体である。
　請求項４に記載の発明は、請求項１～３のいずれか１項に記載のデジタルカメラ本体で
あって、前記制御手段（４０）は、無限遠合焦位置に保持された前記光学部材（３１）に
対して、前記撮像部（１５）を、前記光学部材（３１）が無限遠合焦位置にあるとき被写
体像が結像する像面位置を前端として移動させることを特徴とするデジタルカメラ本体で
ある。
　請求項５に記載の発明は、光学部材（３１）と、前記光学部材（３１）により形成され
る被写体像を動画撮影可能な撮像部（１５）と、前記被写体像を前記撮像部（１５）に合
焦させるため、前記光学部材（３１）の光軸に沿って前記撮像部（１５）を移動させる駆
動部材（１７）と、所定位置に保持された前記光学部材（３１）に対して、前記駆動部材
（１７）により前記撮像部（１５）を移動して合焦させる制御手段（４０）とを備えたこ
とを特徴とするデジタルカメラである。
　請求項６に記載の発明は、請求項５に記載のデジタルカメラであって、動画撮影時に録
音するマイク（２６）を備えたことを特徴とするデジタルカメラである。
　請求項７に記載の発明は、請求項５又は６に記載のデジタルカメラであって、前記撮像
部（１５）は、静止画撮影または動画撮影を切り換えて実行可能であることを特徴とする
デジタルカメラである。
　請求項８に記載の発明は、請求項５～７のいずれか１項に記載のデジタルカメラであっ
て、前記制御手段（４０）は、動画撮影時に、無限遠合焦位置に保持された前記光学部材
（３１）に対して、前記撮像部（１５）を、前記光学部材（３１）が無限遠合焦位置にあ
るとき被写体像が結像する像面位置を前端として移動させることを特徴とするデジタルカ
メラである。
　請求項９に記載の発明は、請求項７に記載のデジタルカメラであって、前記制御手段（
４０）は、静止画撮影時に、所定位置に保持された前記撮像部（１５）に対して、前記光
学部材（３１）を移動させて合焦させることを特徴とするデジタルカメラである。
　請求項１０に記載の発明は、請求項９に記載のデジタルカメラであって、前記制御手段
（４０）は、像面位置に保持された前記撮像部（１５）に対して、前記光学部材（３１）
を、前記撮像部（１５）が像面位置にあるとき無限遠の被写体像が結像する無限遠合焦位
置を後端として移動させることを特徴とするデジタルカメラである。
　請求項１１に記載の発明は、請求項７に記載のデジタルカメラであって、前記制御手段
（４０）は、動画撮影時には、無限遠合焦位置に保持された前記光学部材（３１）に対し
て、前記駆動部材（１７）により前記撮像部（１５）を、前記光学部材（３１）が無限遠
合焦位置にあるとき被写体像が結像する像面位置を前端として移動させて合焦させ、また
、静止画撮影時には、前記像面位置に保持された前記撮像部（１５）に対して、前記光学
部材（３１）を、前記撮像部（１５）が像面位置にあるとき無限遠の被写体像が結像する
前記無限遠合焦位置を後端として移動させて合焦させることを特徴とするデジタルカメラ
である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、動画撮影時に雑音の少ない動画撮影を実行することのできるデジタル
カメラ本体およびデジタルカメラを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明によるデジタルカメラの第１実施形態を示す静止画撮影時の概略的構成図
である。
【図２】本発明によるデジタルカメラの第１実施形態を示す動画撮影時の概略的構成図で
ある。
【図３】静止画撮影時の撮影レンズと撮像素子との位置関係を示す説明図である。
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【図４】動画撮影時の撮影レンズと撮像素子との位置関係を示す説明図である。
【図５】本実施形態の回路構成を示す概略的ブロック図である。
【図６】本実施形態の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。なお、以下に示す各図に
は、説明と理解を容易にするために、ｘｙｚ直交座標系を設けた。この座標系では、撮影
者が光軸Ａを水平として横長の画像を撮影する場合のカメラの位置（以下、通常の撮影位
置という）において撮影者から見て左側に向かう方向をｘプラス方向とする。また、通常
の撮影位置において上側に向かう方向をｙプラス方向とする。さらに、通常の撮影位置に
おいて被写体に向かう方向をｚプラス方向とする。
【００１２】
　図１、図２は、本発明によるデジタルカメラの第１実施形態を示す概略的構成図であり
、図１は静止画撮影時、図２は動画撮影時の状態である。
【００１３】
　このデジタルカメラ１はデジタル一眼レフカメラであり、カメラ本体（カメラボディ）
１０と、カメラ本体１０に着脱自在に装着されるレンズ鏡筒３０とを備えている。
【００１４】
　カメラ本体１０は、ミラー部１１、シャッター１４、撮像部１５、モニタ１９、ファイ
ンダ部２０、ＡＦモジュール２４、ＡＦモータ２５、マイク２６を備えている。
【００１５】
　ミラー部１１は、第１ミラー１２、第２ミラー１３を備え、図１に示すミラーダウン状
態と、図２に示すミラーアップ状態とが切り換えられるものである。ミラーダウン状態に
あるとき、第１ミラー１２は、後述する撮影レンズ３１の後部から出射される被写体光を
、ファインダ部２０へ反射させる反射ミラーである。第２ミラー１３は、第１ミラー１２
の反射面の一部に設けられた半透過ミラーを透過した被写体光を、ＡＦモジュール２４へ
反射させる反射ミラーである。
【００１６】
　シャッター１４は、図示しない複数のシャッタ羽根群を備え、後述するレリーズスイッ
チ４８等による撮影指示に応じて、ミラー部１１が図２に示すミラーアップ状態に跳ね上
げられるのと同期してシャッタ羽根群を開閉させ、撮像部１５に被写体光を入射する。
【００１７】
　撮像部１５は、撮像素子１６、アクチュエータ１７、撮像素子規制部材１８を備えてい
る。撮像素子１６は、ＣＣＤ、ＣＭＯＳ等の固体撮像素子であり、入射した被写体光を電
気的な画像信号に変換して、後述する画像処理部４２，４３，４４へ出力する。アクチュ
エータ１７は、例えば超音波モータ等の駆動部材であり、撮像素子１６を支持して光軸Ａ
方向（ｚ方向）に沿って移動させる。撮像素子規制部材１８は、アクチュエータ１７が移
動させる撮像素子１６の移動方向前端（ｚ方向前端）を規制する。
【００１８】
　モニタ（画像表示部）１９は、カメラ本体１０の後部に設けられ、撮像部１５で撮影し
た被写体像や、操作に関連した情報等を表示する液晶ディスプレイである。
【００１９】
　ファインダ部２０は、ファインダスクリーン２１、ペンタプリズム２２、アイピース２
３を備えている。ファインダスクリーン２１は、ミラー部１１がミラーダウン状態にある
とき、第１ミラー１２から反射される被写体光を入射して結像するためのスクリーンであ
る。ペンタプリズム２２は、ファインダスクリーン２１によって結像された被写体光をア
イピース２３へと出射する多角形のプリズムである。アイピース２３は、ペンタプリズム
４２から出射された被写体光が入射する位置に配置された接眼光学系である。
【００２０】
　ＡＦモジュール２４は、ミラー部１１がミラーダウン状態にあるとき、第２ミラー１３
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から反射される被写体光を入射して、被写体とデジタルカメラ１との焦点を合わせるため
の演算処理を行い、その結果に応じてＡＦモータ２５用の駆動信号を出力するものである
。
【００２１】
　一方、レンズ鏡筒３０は、撮影レンズ（光学部材）３１、合焦レンズ駆動機構３４を備
えている。撮影レンズ３１は、固定レンズ３２、合焦レンズ３３を備えている。固定レン
ズ３２は、レンズ鏡筒３０のフレームに固定されたレンズ群であり、合焦レンズ３３は、
レンズ鏡筒３０のフレームに対して光軸Ａ方向に沿って移動可能に取り付けられたレンズ
群である。
【００２２】
　合焦レンズ駆動機構３４は、レンズ鏡筒３０がカメラ本体１０に装着されたとき、ＡＦ
モータ２５と駆動連結される。そして、ＡＦモジュール２４の出力信号に基づいてＡＦモ
ータ２５が駆動することで、合焦レンズ駆動機構３４が合焦レンズ３３を光軸Ａ方向（ｚ
方向）に沿って移動させる。
【００２３】
　図３は、静止画撮影時の撮影レンズ３１と撮像素子１６との位置関係を示す。
【００２４】
　撮像素子１６の位置は、図３（ａ）、（ｂ）が像面位置（通常のデジタルカメラにおけ
る撮像素子の位置）、図３（ｃ）、（ｄ）がそれより後方位置である。また、撮影レンズ
３１の位置は、図３（ａ）、（ｃ）、（ｄ）が無限遠合焦位置（被写体位置が無限遠の場
合に合焦する位置）、図３（ｂ）がそれより前方位置である。
【００２５】
　図３（ａ）、（ｂ）が、通常のデジタルカメラにおいて被写体位置がそれぞれ無限遠、
近距離の場合の撮影レンズと撮像素子との位置関係であり、本実施形態でも、静止画撮影
時には、撮影レンズ３１と撮像素子１６との位置関係を図３（ａ）、（ｂ）に示すように
設定する。
【００２６】
　すなわち、図３（ａ）に示すように、撮像素子１６が所定位置（像面位置）、被写体位
置が無限の場合は、撮影レンズ３１の移動により合焦可能である。また、図３（ｂ）に示
すように、撮像素子１６が所定位置（像面位置）、被写体位置が近距離の場合は、撮影レ
ンズ３１の移動により合焦可能である。
【００２７】
　これに対し、図３（ｃ）に示すように、撮像素子１６が所定の像面位置と異なり、被写
体位置が無限の場合は、撮影レンズ３１を無限位置に移動しても合焦不可能である。また
、図３（ｄ）に示すように、撮像素子１６が所定の像面位置と異なり、被写体位置が近距
離の場合は、撮影レンズ３１の移動により合焦可能である。
【００２８】
　一般に、撮影レンズと撮像素子とは所定の相互間位置となるように設計されているため
、例えば図３（ｃ）に示すように、撮像素子が所定の像面位置とは異なる位置に配置され
ると、合焦のために設計された撮影レンズの設計移動範囲から外れてしまい、撮影レンズ
の移動では合焦が不可能になる場合がある。つまり、撮影レンズ３１の設計範囲どおりの
移動で撮像素子１６に合焦させるためには、撮像素子１６は所定位置（像面位置）に保持
される必要がある。
【００２９】
　図４は、動画撮影時の撮影レンズ３１と撮像素子１６との位置関係を示す。
【００３０】
　撮像素子１６の位置は、図４（ａ）が像面位置（通常のデジタルカメラにおける撮像素
子の位置）、図４（ｂ）がそれより後方位置、図４（ｃ）が像面位置より前方位置である
。また、撮影レンズ３１の位置は、図４（ａ）、（ｂ）が無限遠合焦位置（被写体位置が
無限遠の場合に合焦する位置）、図４（ｃ）がそれより前方位置である。
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【００３１】
　本実施形態では、動画撮影時には、撮影レンズ３１と撮像素子１６との位置関係を図４
（ａ）、（ｂ）に示すように設定する。
【００３２】
　すなわち、図４（ａ）に示すように、撮影レンズ３１が所定の位置（無限遠合焦位置）
、被写体位置が無限の場合は、撮像素子１６が所定の像面位置に位置することで合焦可能
である。また、図４（ｂ）に示すように、撮影レンズ３１が所定の位置（無限遠合焦位置
）、被写体位置が近距離の場合は、撮像素子１６が像面位置（通常のデジタルカメラにお
ける撮像素子の位置）から後方へ移動することで合焦可能である。
【００３３】
　これに対し、図４（ｃ）に示すように、撮影レンズ３１の位置が不確定であると、被写
体位置が無限の場合、撮像素子１６を像面位置から前方へ移動することで合焦可能ではあ
るが、撮像素子１６の移動範囲が拡大してしまう。
【００３４】
　このように、撮影レンズの位置が不確定な場合、コントラストＡＦを行うには撮像素子
を広範囲で移動させる必要がある。これにより合焦するまでの時間が長くなる。また、撮
像素子を広範囲で移動させるスペースを確保するため、カメラのサイズが大きくなってし
まう。
【００３５】
　図５に示すように、カメラ本体１０は、デジタルカメラ１全体の動作を制御する制御手
段（カメラ制御部）４０を備え、カメラ制御部４０はＣＰＵで構成されている。カメラ制
御部（カメラＣＰＵ）４０には、撮像素子駆動回路４１、ＡＳＩＣ（画像処理回路）４４
が接続されている。
【００３６】
　撮像素子駆動回路４１は、カメラＣＰＵ４０からの信号により撮像素子１６を駆動させ
、これにより、撮像素子１６は、撮影像に基づいて光電変換信号を出力する。撮像素子１
６の出力信号が入力されるＡＦＥ（Analog Front End）回路４２は、撮像素子１６の出力
信号に対してアナログ処理をする。ＡＦＥ回路４２の出力信号が入力されるＡ／Ｄコンバ
ータ４３は、撮影アナログ信号をデジタル信号に変換する。Ａ／Ｄコンバータ４３の出力
信号が入力されるＡＳＩＣ４４は、入力信号に対して所定の画像処理を行う。
【００３７】
　また、カメラＣＰＵ４０には、画像表示回路４５、動画モードスイッチ４６、ＡＦスイ
ッチ４７、レリーズ／動画スイッチ４８が接続されている。
【００３８】
　ＡＳＩＣ４４で画像処理された撮影・ライブビュー画像は、画像表示回路４５を経て、
ＬＣＤ等のモニタ１９により表示される。動画モードスイッチ４６は、静止画／動画撮影
の切り換えをするスイッチである。ＡＦスイッチ４７は、これをオンするとＡＦモジュー
ル２４が測光・測距を行うスイッチである。レリーズ／動画スイッチ４８は、これをオン
すると静止画撮影を行うスイッチである。動画モードに設定されているときは、動画撮影
を開始する。
【００３９】
　さらに、カメラＣＰＵ４０には、ＡＦ回路５１、ＡＦレンズ駆動回路５２、ミラー駆動
回路５３、シャッター駆動回路５４、アクチュエータ駆動回路５５が接続されている。
【００４０】
　ＡＦ回路５１は、ＡＦモジュール２４からの信号により位相差ＡＦを行う。ＡＦレンズ
駆動回路５２は、位相差ＡＦによる情報で合焦レンズ（ＡＦレンズ）３３を合焦位置に移
動させる。動画モードでは合焦レンズ３３を所定位置に移動させる。ミラー駆動回路５３
は、第１ミラー１２、第２ミラー１３を図１に示すミラーダウン状態または、図２に示す
ミラーアップ状態に切り換える。シャッター駆動回路５４は、シャッター１４の開閉を制
御する。アクチュエータ駆動回路５５は、撮像素子１６を移動させるアクチュエータ１７



(8) JP 2011-7985 A 2011.1.13

10

20

30

40

50

を制御する。
【００４１】
　図６は、カメラＣＰＵ４０の動作を示すフローチャートである。まず、動画撮影モード
について説明する。
【００４２】
　ステップＳ１０１において、動画撮影モードスイッチ４６がオンされるか否かを判定す
る。
【００４３】
　動画撮影モードスイッチ４６がオンされた場合（ステップＳ１０１のＹＥＳ）、ステッ
プＳ１０２において、合焦レンズ３３が所定位置すなわち無限遠合焦位置に移動する。す
なわち、ＡＦモータ２５が回転することで、合焦レンズ駆動機構３４により合焦レンズ３
３を無限遠合焦位置に移動させる。合焦レンズ３３が無限遠合焦位置にある状態を図２に
示す。
【００４４】
　ステップＳ１０３において、第１ミラー１２、第２ミラー１３が撮影光学系から退避す
る。ミラー部１１（第１ミラー１２、第２ミラー１３）が撮影光学系から退避した位置に
ある状態（ミラーアップ状態）を図２に示す。
【００４５】
　ステップＳ１０４において、シャッター１４が開いて撮像素子１６が露出する。この状
態（シャッター１４が開き撮像素子１６が露出した状態）は、後述するステップＳ１１０
において、シャッター１４が閉まるまで継続する。
【００４６】
　ステップＳ１０５において、ＡＦスイッチ４７がオンされるか否かを判定することで、
ＡＦスイッチ４７がオンされるまで待つ。
【００４７】
　ＡＦスイッチ４７がオンされると（ステップＳ１０５のＹＥＳ）、ステップＳ１０６に
おいて、撮像素子１６が移動してコントラストＡＦにより合焦する。すなわち、アクチュ
エータ１７が駆動して、合焦レンズ３３が無限遠合焦位置にある撮影レンズ３１を通った
被写体像が撮像素子１６に合焦するように、撮像素子１６を移動させる。アクチュエータ
１７として例えば超音波モータを用いることで、ＡＦ用駆動音（撮像素子１６を移動させ
るための駆動音）を減少させた動画撮影が可能になる。
【００４８】
　ステップＳ１０７において、動画スイッチ４８がオンされるか否かを判定する。動画ス
イッチ４８がオンされなければ（ステップＳ１０７のＮＯ）、ステップＳ１０５に戻って
、再びＡＦスイッチ４７がオンされるのを待つ。
【００４９】
　動画スイッチ４８がオンされると（ステップＳ１０７のＹＥＳ）、ステップＳ１０８に
おいて、動画撮影を開始する。すなわち、撮像素子１６により動画を撮影するとともに、
マイク２６により録音も行う。
【００５０】
　ステップＳ１０９において、動画スイッチ４８がオフされるか否かを判定する。動画ス
イッチ４８がオフされなければ（ステップＳ１０９のＮＯ）、オフされるまで動画撮影を
続ける。
【００５１】
　動画スイッチ４８がオフされると（ステップＳ１０９のＹＥＳ）、ステップＳ１１０に
おいて、シャッター１４が閉まり、動画撮影を終了する。すなわち、撮像素子１６による
動画の撮影を終了するとともに、マイク２６による録音も終了する。
【００５２】
　ステップＳ１１１において、第１ミラー１２、第２ミラー１３が復帰する。ミラー部１
１（第１ミラー１２、第２ミラー１３）が撮影光学系に復帰した位置にある状態（ミラー
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ダウン状態）を図１に示す。
【００５３】
　つぎに、静止画撮影モードについて説明する。
【００５４】
　ステップＳ１０１において、動画撮影モードスイッチ４６がオフされた場合（ステップ
Ｓ１０１のＮＯ）、ステップＳ２０１において、撮像素子１６を所定位置（通常カメラの
像面位置）に移動する。すなわち、アクチュエータ１７の駆動により、撮像素子１６を所
定の像面位置（通常のデジタルカメラにおける撮像素子の位置）に移動させる。撮像素子
１６は、撮像素子規制部材１８によってそれ以上は移動できず、これにより像面位置に保
持される。
【００５５】
　ステップＳ２０２において、ＡＦスイッチ４７がオンされるか否かを判定することで、
ＡＦスイッチ４７がオンされるまで待つ。
【００５６】
　ＡＦスイッチ４７がオンされると（ステップＳ２０２のＹＥＳ）、ステップＳ２０３に
おいて、位相差ＡＦにより合焦する。すなわち、撮影レンズ３１からの撮影光束は、ハー
フミラーである第１ミラー１２により反射される光学ファインダー光束と、第１ミラー１
２を透過し第２ミラー１３により反射される焦点検出光束とに分割される。
【００５７】
　光学ファインダー光束は、ファインダ部２０のファインダスクリーン２１、ペンタプリ
ズム２２、アイピース２３を順次透過する。これにより、撮影者は被写体を目で見て確認
することができる。
【００５８】
　一方、焦点検出光束は、ＡＦモジュール２４に導かれて、位相差ＡＦによる測距値が演
算される。この測距値に基づいてＡＦモータ２５が回転し、合焦レンズ駆動機構３４によ
り合焦レンズ３３を移動させて合焦する。
【００５９】
　ステップＳ２０４において、レリーズスイッチ４８がオンされるか否かを判定する。レ
リーズスイッチ４８がオンされなければ（ステップＳ２０４のＮＯ）、ステップＳ２０２
に戻って、再びＡＦスイッチ４７がオンされるのを待つ。
【００６０】
　レリーズスイッチ４８がオンされると（ステップＳ２０４のＹＥＳ）、ステップＳ２０
５において、第１ミラー１２、第２ミラー１３が撮影光学系から退避する。すなわち、ミ
ラー部１１（第１ミラー１２、第２ミラー１３）が一時的にミラーアップ状態になる。
【００６１】
　ステップＳ２０６において、シャッター１４が一時的に開いて撮像素子１６が一時的に
露出する。
【００６２】
　ステップＳ２０７において、撮像素子１６により静止画を撮影する。
【００６３】
　ステップＳ２０８において、シャッター１４が閉まり、静止画撮影を終了する。すなわ
ち、撮像素子１６による静止画の撮影を終了する
【００６４】
　ステップＳ２０９において、第１ミラー１２、第２ミラー１３が復帰する。すなわち、
ミラー部１１（第１ミラー１２、第２ミラー１３）がミラーダウン状態に復帰する。
【００６５】
　以上、第１実施形態によると、以下の効果を有する。
【００６６】
（１）動画撮影モードでは合焦レンズ３３を所定位置（無限ピント位置）に移動・保持し
、撮像素子１６をアクチュエータ１７で移動させてコントラストＡＦにより合焦する。こ
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れにより、雑音の少ない動画撮影が可能になる。また、撮像素子の移動量が減り、合焦時
間が短縮する。
【００６７】
（２）静止画撮影モードでは撮像素子１６を所定位置（従来撮像位置）に移動・保持し、
合焦レンズ３３を移動させて位相差ＡＦにより合焦する。これにより、合焦レンズ３３の
合焦範囲が狭くなる不具合がなくなる。
【００６８】
［変形形態］
　以上、説明した実施形態に限定されることなく、以下に示すような種々の変形や変更が
可能であり、それらも本発明の範囲内である。
【００６９】
　第１実施形態では、カメラ本体１０と、カメラ本体１０に着脱自在に装着されるレンズ
鏡筒３０とを備えたデジタルカメラ１によって本発明を構成した。しかし、これに限らず
、レンズ鏡筒３０が装着されていないカメラ本体１０によって、本発明を構成してもよい
。
【００７０】
　なお、第１実施形態及び変形形態は、適宜組み合わせて用いることもできるが、詳細な
説明は省略する。また、本発明は以上説明した各実施形態によって限定されることはない
。
【符号の説明】
【００７１】
　１：デジタルカメラ、１０：カメラ本体（カメラボディ）、１１：ミラー部、１２：第
１ミラー、１３：第２ミラー、１４：シャッター、１５：撮像部、１６：撮像素子、１７
：アクチュエータ、１８：撮像素子規制部材、１９：モニタ（画像表示部）、２０：ファ
インダ部、２１：ファインダスクリーン、２２：ペンタプリズム、２３：アイピース、２
４：ＡＦモジュール、２５：ＡＦモータ、２６：マイク、３０：レンズ鏡筒、３１：撮影
レンズ（光学部材）、３２：固定レンズ、３３：合焦レンズ、３４：合焦レンズ駆動機構
、４０：制御手段（カメラ制御部，カメラＣＰＵ）、４１：撮像素子駆動回路、４２：Ａ
ＦＥ（Analog Front End）回路、４３：Ａ／Ｄコンバータ、４４：ＡＳＩＣ（画像処理回
路）、４５：画像表示回路、４６：動画モードスイッチ、４７：ＡＦスイッチ、４８：レ
リーズ／動画スイッチ、５１：ＡＦ回路、５２：ＡＦレンズ駆動回路、５３：ミラー駆動
回路、５４：シャッター駆動回路、５５：アクチュエータ駆動回路
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